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Sukhavativyuha の韻律 と言語:歎 仏偈 ・重誓偈

阪本(後 藤)純 子

1.Sukhavativyuha大 本(SukhV:梵 文無量寿経)は 散文に偈頚が混在し,そ

の偈頽は従来漢訳諸本(特 に大阿と覚経)の比較からSukhV原 初形態に属さないと

推測されてきた。これに対しSkt.原 典の韻律 ・言語 ・思想の検討結果は,SukhV

の偈頚が成立状況 ・年代の異なる諸層に分かれ,そ の一部 「歎仏偈」が非常に古

い起源に遡る可能性を示唆する1)。

2.1.[SukhVの 構成]《 前半》A.遠 い過去世に比丘Dharmakara(法:蔵)が

如来Lokesvararaja(世 自在王)に 語 りかける;B.仏 の光明と徳を讃歎し,私 も

仏になろ うと決意[歎 仏偈];C.多 数の仏土のvyuha「 配置,設 計」を取り入れ,

自らの仏土に関し47の 誓願をなす;D.誓 願を簡潔に示し,成 就す るな ら大地が

振動するよう求める[重 誓偈];E.そ の後長 く菩薩行を実践。《後半》A.法 蔵の

後身たる如来Amitabha/Amitayus(阿 弥陀;註9)と 西方にあるその仏土Sukh-

avati(Sukh)の 描写;B.仏 言を聞き信じる福徳[聞 信偈];C.阿 弥陀の名を聞

き念ずれば彼を見,Sukhに 再生;D.多 数の菩薩がSukhを 見に来る,阿 弥陀

が微笑しAvalokitesvara(観 音)に その理由を説明[東 方偈];E.Sukhの 衆生

の描写;F.Anandaが 望むと阿弥陀は光明を放ち自らを見せ る;F.釈 尊はAj-

ita(:Maitreyar弥 勒」)にSukhへ の再生を詳述し教説の伝承を託す;G.教 を

聞き信ずべき事[流 通偈]。 全体は釈尊がA,nandaに 語る形式をとり,序 と末尾

の散文に帰敬偈と縁起法偈が加わる。

SukhVの 主題は題名が示す通 り阿弥陀の仏土Sukhのvyuha「 整然たる配置 ・

設計」とこれに呼応する法蔵の47誓願であるが,過 去物語と現在説法は画然と分

かれ,Amitabha/mitayus,Sukhの 名は前半に言及され ず,ま た比丘Dhar・

makara,如 来Lokesvararajaは 後半に登場しない。また後半の偈頚が3人 称で

阿弥陀やSukhを 客観的に描写す るのに対し,前 半の偈頚は仏に対す る1人 称

形式の語 りかけで,固 有名詞2)やtathagataの 語が現れない。特に歎仏偈はSu-

khVの 他の部分の内容を前提 とせず独立性が強い;重 誓偈には歎仏偈や47誓 願

と重複する点がある。
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2.2.[偈 頽 の詩 節 数 と韻 律]1.帰 敬 偈(2):vamsastha(1),rucira(1);2.

歎 仏 偈(10):(proto-puspitagra的)aupacchandasaka;3.重 誓 偈(12):proto-

puspitagra;4.聞 信 偈(5):tristubh(tri.)/jagati(jag.);5.東 方 偈(21):tri./

jag.+valtaiya;6.流 通 偈(10):tri./jag.+sloka;7.縁 起 法 偈(1):arya。1

は 新 しい タ イ プの 古 典Skt.韻 律 で,二 次 的 に散 文 か ら作 り変}ら れ た と推 定 さ

れ る3)。7は 小 乗 経 典 古 層 に あ るarya詩 節 の 引 用 でGandavyuha末 尾 に も現

れ る4)。 経 典 本体 の 偈 頚 の 中,前 半2・3は 中 期 イ ン ド語 特 有 の 韻 律 とそ の 発 展

形 で あ る が,後 半4・5・6は 伝 統 的 なtri./jag.を 主 体 とす る;中 期 イ ン ド西 北

方 言 的 現 象 も前 半2・3に 頻 出 し後 半4・5・6に は 少 な い。

2.3.SukhVに は 漢 訳5種 とTibet訳 が 現存 す る が5),偈 頚 に お け る対 応 関

係 は不 均 一 で あ る。(○:よ く対応,△:ほ ぼ対応,一:対 応 な し;数 字 は詩 節数)

1と7はSkt.以 外には知られず,最 新段階の成立 ・引用を裏付ける。4は 漢

訳の原典諸本が分岐したのちSkt./Tib.系 伝本において成立し,更 にSkt.か ら

の分岐後Tib.原 典において増広されたようだ。前半部の2は 大阿以外の全漢訳

に よ く一致す るが,3は 覚経に欠け,両 者の韻律の新旧と対応す る。 後半部の

5・6は 共に大阿を除 く全漢訳に現れるが,内 容 ・順序が必ず し も___..致せず,覚

経 ・寿経の原典諸本の成立時にはまだ流動的状態にあったと推測される。

2.4.以 上の諸事実の総合は,各 偈頚 グループが相異なる年代 ・状況において

成立したことを示唆する。現存のSukhVは 起源や性格の異なる様々な偈頚や散

文をモザイク状に寄せ集めた もの で,漢 訳 ・Tib.訳 の原典諸本の成立 より明ら

かに新しいが,構 成要素である個 々の偈頬 ・散文の起源 と成立状況は改めて原典

批判に基づき探求されねばならない。さらに前半過去物語と後半現在物語の間に

934



SukhavativyUhaの 韻 律 と言 語:歎 仏 偈 ・重 誓 偈(阪 本)

は,内 容 ・文 体 ・言 語 ・韻 律 の 全 て に わ た っ て本 質 的 相 違 が 認 め られ る 。

3.[歎 仏 偈 ・重 誓 偈 の 韻 律]Veda韻 律 か ら発 展 しEpicか ら古 典Skt.に 至

る ま で広 く用 い られ るslokaとtri./jag.が 音 節 の 数 と軽 重 に よ り規 定 され るの

に 対 し,中 期 イ ン ド語(Pali・Ardhamagadhi・BHS)に な っ て初 め て現 れ る 韻 律 グ

ル ー プmatrachandas(ma.)6)は,matraと い う リズ ム単 位 に 基 づ く音 楽 的 性

格 を もつ 。ma.の 使 用 範 囲 は 時 代 的 に も文 献 ジ ャン ル の面 で もか な り限定 され,

早 くに す た れ て 他 の 韻 律 グルVプ に 吸収 され て し ま うた め に,か え っ て年 代 決 定

や成 立 層 の 分 析 に 重 要 な役 割 を 果 たす 。 最 も古 い段 階 のrna.はPali経 典 に 現 れ,

句 前 半 部 で はm言tra総 数 の 範 囲 内 で大 幅 な 自由が 許 され る一 方,後 半 部 の形 は

固定 され る。 時 代 が 下 るに つ れ 形 態 の 自 由は 徐 々に 失 わ れ る;土 着 韻 律 学 のma.

規定(PingalaChandahsutra等)で は 幾 分 か 限 定 され,や が て完 全 に 固定 され て古

典Skt.のaksaracchandas類 に転 化 す る 。aupacchandasaka(aup.)はma・ 類:の

代 表 的韻 律 の一一つ で あ り,そ の1変 種 か らpuspitagra(pu§P.)が 発 生 す る。

1)aup.(Pali):奇 数 句 6matra + 偶数句 8rnatra(9m.)十

2)aup.(土 着 韻 律 学):

3) proto-pusp. ;

4) pus. P. .

歎 仏 偈 の 韻 律 はaup.,重 誓 偈 はproto-pulp.で 句 前 半 部 の形 態 は 次 の 通 り。

《歎 仏 偈(10偈)》(数 字 に偈 番 号)

(150)

奇数句 la 3a 9a the [2000

la 2a 2c 5a 5c 6a 6c 7a 7c 8a 9c [5500

3c

4a (4c?) (10a?)

8c

4c10a(8matraの 不 規 則 形)

偶数句 lb 1d 2b 2d 4b 4d 6b 6d 8b 9d 10b lOd [60%]

3b 5b 5d 8d 9b E25%]

3d 7b (?) 7d

7b(9matraの 特 殊 形?)

《重誓偈(12偈)》

奇数句 下記以外の全句 [87.5%_

1c5c12c(1c12cは 本 来 と発音?)

933



Sukhavativyuhaの 韻 律 と言 語:歎 仏 偈 ・重 誓 偈(阪 本) (151)

偶数句 下記以外の全句 C79%]

2d 3d 4d 8d 12b (すべ て本来 と発音?)

歎 仏 偈 はproto-pu§P.的 傾 向 が強 いが まだ幾 分 か の 自由 さ を前 半部 に残 し,最:

終 段 階 のaup.と し て2と3の 中 間 に位 置 す る;重 誓 偈 は 完 全 なpusp.に 近 い

proto-pusp.(3と4の 中間)で あ る(従 来 ともにpu§P.と され たのは誤 り)。

aup・ が 主 と し てPali経 典 の 比 較 的 古 層 に 現 れ る の に 対 し,proto-pusp.は

Lalitavistara(Lal)や 初 期 大 乗 経 典 な どB耳S文 献 に 多 い7);aup・ か らproto・

pusp.へ の移 行 段 階 はMahavastu(Mvu)な ど に少 数 残 る。 以下 に歎 仏偈 と重

誓 偈 に近 い例 を 挙 げ,前 半 部 に お け る(proto一)pusp.的 形 態 の比 率 を示 す 。

A.Mvu皿293-397:Avalokita-sutra(2)8)中 の3例 の 韻 律 は歎 仏 偈 に ほ ぼ

対 応 し,aup.の 最 終 段 階 を 示 す(Mvu内 部では最新層 に属す る)。

奇 偈

a.356,3-18(4偈) 無 62.5% 75% 無

b.361,4-362,2(5偈) 20% 60% 60% 10%

c.371,10途72,21(8偈) 37.5% 50% 87.5% 無

B.Lalに は 典 型 的proto-pu§P.が 多 い が,dは よ り古 い 段 階 塗 示 す 。 普 曜 経

(A.D.308竺 法 護i)と の 対 応:a.11偈(大 正 皿490ab);b.c.無;d.全7偈(527c

-528a)
。7世 紀 の 方 広 大 荘 厳 経(547bc,578ff.,598f.,603a)に は 全 偈 対 応 。

a.49,5-50,14(16偈) 奇 66% 偶 56%

b.240,9-243,12(33偈) 57.5% 91%

c.366,16-367,3(5偈) 60% 70%

d.393,3-16(7偈) 71% 43(50?)

C.Rastrapalapariprccha(Rastrap)15,14-17,2の10偈proto-pusp・ は 重 誓

偈 に 近 い 。 全 偈 が 徳 光 太 子 経(A.D.270竺 法 護:大 正 皿412ab)に 対 応 を 持 つ 。

奇 80% 偶 95.5%

D.Saddharmapundarika-sutra(Saddharmap)12章(Bhaisajyaraja-purvayoga-

parivarta)にproto-pulp.1偈 が 孤 立 し て 現 れ,正 法 華 経(A.D.268竺 法 護:大 正

朕125c)に 対 応 偈 を 持 つ:第1句))))))第3句 一))))第2・4句))))一))。

詩 節 総 数 が 少 な い 上 テ キ ス トも 不 確 実 な の で 上 記 の 比 率 は 大 体 の 傾 向 を 表 す に

過 ぎ な い が,ほ ぼ 次 の よ うな 韻 律 の 発 達 順 序 が 窺 え る:[aup.最 終 段 階:Mvua

→Mvub・;歎 仏 偈 →Mvuc・Lald]→[proto-pusp.:Lal(a→c・b)・Saddhar・

map→ 重 誓 偈 ・Rastrap]。 韻 律 の 新 旧 と テ キ ス トの 成 立 年 代 は 必 ず し も一 致 し
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な いが,歎 仏 偈 が 大 乗 仏 典 と して 非 常 に 古 い 段 階 に 位 置 す る可 能 性 が 高 く,ま た

重 誓 偈 と の 間 に 相 当 の 時 間 の経 過 が 予 想 さ れ る。 な お 各 々の異 本 の 竺 法 護 訳 か

ら,Lal(dの 全体 とaの 大部分)は4世 紀 初 頭 まで に,SaddharmとR誠rapは

3世 紀 後 半 ま でに 既 に成 立 し て い た と考 え られ る(註5を も参照)。

4.[歎 仏 偈 ・重 誓偈 の 言 語]歎 仏偈 と重 誓 偈 の 言 語 状 況 は 共 通 の特 色 を 示 す 。

動 詞 の用 法 が 多彩 で,1人 称sg.を 中 心 に2.sg.,3.sg./pl.で 直 接 法 現 在 ・願 望

法 ・命 令 法 ・未 来 ・過 去(aorist,完 了)が 用 い られ,1人 称 代 名 詞 やvoc.と あ い

ま っ て生 き生 き とし た 感情 を表 現 して い る。短 音 の 連 続 を 好 む 特 殊 な韻 律 の要 請

でSkt.の 規 範 か ら逸 脱 す る語 形 が 頻 出 す るが,単 に 一 時 的 なmetricausa(m.c.)

では な く,特 定 の 中期 イ ン ド語(mi.)方 言 が 根 底 に あ る こ とを 予 測 させ る。

特 に 顕 著 な 現 象 は 語 末 長 母 音 の短 音 化 で 名 詞 ・動 詞 ・不 変 化 詞 ・複 合 語 前 肢 を

通 じて 起 こ り,原 則 と して0>u,e>2,am>aと な る(mi.に 一般的な短音o/eは

現れ ない)。 この 原 則 か ら逸 脱 す る の はa一 語 幹 名詞 活 用 で,1)一 〇(nom.sg.m.)

に対 し て 一uと 一aの 両 方 が 現 れ,一uが や や 多 い;2)一am(acc.sg.m./nom.acc.

sg.nt.)に 対 し ては1例 のみ 一uで,残 りは 一a;3)代 名 詞 で はayam>ayu,sham

>ahu。 以 上 の現 象 は一___.般のPkt.よ りも進 んだ 段 階 に属 し,Apabharamsa(Ap)

な い しGandhari(G)と 共 通 す る が,時 代 ・地 域 の 対 応 か らGが 原 語 で あ る可 能

性 が 強 い9)。 名 詞 活 用 に お け る 一aと 一uの 比 率 は,GDhp1)一uが 圧倒 的,2)

一a:一u=2 .5:1,3)idam>ida,sham>ahu/aho(1例 の みaha)10);NiyaG1)2)

男 性 ・中性 及 びnom・accの 区 別 が 失 わ れ す べ て 一a,3)sham>ahu。 歎 仏 偈 ・

重 誓 偈 はGDhpとNiyaGの 中 間 段 階 に 位 置 す るか と思 わ れ る。

子 音 は ほ ぼ 完 全 にSkt.化 され て い る が,語 頭 子 音 結 合 は 原 則 的 に 単 音 価 値 で

あ る。 本 来 の 発 音 を 示 唆 す る1例 は:歎9bedisati〈*edhisati(<*edhissatZ<*

edhisyati3.sg.fut.「 幸福 になるであろ う」)。G特 有 の 変 化 一Sy一〉 一SS一/i-S一が 写 本

に 残 る11);dhの 気 息 喪 失(mi.方 言 には稀)はNiyaGに 見 られ る よ うに 中 期 イ ラ

ン語 方 言(サ カ,バ ク トリア,ソ グ ド等)の 影響 か も知れ な い 。 他 に も注 目す べ き現

象 が 多 い が,重 誓偈 の 方 が 歎 仏 偈 よ り幾 分 進 ん だ 言 語 状 況 を 示 す 。

5.[結 論]歎 仏 偈 は 内容 ・韻 律 ・言 語 に 関 し大 乗 仏 典 と し て 顕 著な 古 さ を 示

し,本 来,よ り素 朴 な光 明を 特 質 とす る仏(註2参 照)の 讃 嘆 とそ の前 で の誓 願 を

内容 とす る独 立 した作 品 で あ った 可 能 性 が あ る。 重 誓 偈 は全 て の 点 で 歎 仏 偈 よ り

新 し く,歎 仏 偈 を 意 図的 に模 倣 し た節 が 窺 え る。 歎 仏 偈 の 原 初 形 態 は,西 北 イ ン

ド(ま た はそれ に近 い中央 アジア)で 紀 元 前1世 紀 か ら紀 元 後2世 紀 頃(恐 らくイラ
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ン系勢力の影響下に)中 期イン ド西北方言で成立したか と推測される。

1)本 稿は藤田宏達:梵 文無量寿経写 本 ロ ー マ字 本集成(上 巻1992)に 依拠す る歎仏

偈 ・重 誓偈の原典批判に基づ く。 テキス ト・訳 ・註 ・語形表 は別に発 表予 定。

2)歎 仏偈 冒頭 amita-prabha-, anantatulyabuddhi- (<ananta•› ) は散文の Lokesvararaja

如来 に対応す るが,歎 仏偈だけを読む と独立の如来名 とも解釈可能。 amita-prabha は

SukhV 後半 のA・ 東方 偈 ・Eで は阿弥陀 を,Fで は より下位 の別の如来を指す。本

来は光明仏に対する起源の古い epithet であったか と思われ る。

3) Max Miiller/Nanjio 本 お よび足 利本では最初の2句 が散文扱い され る。

4) Pali Vinaya 1 40 ; Mvu 19 62; Catusparisatsutra 28b. 10, 28c.6.,8.

5)大 阿弥陀 経(通 称)(大 正 XII300ff.) [支 謙(3c.前 半)/支 婁迦 讖(180頃)?];無 量

清 浄 平 等 覚 経(279ff.)[支 婁 迦 讖/吊 延(白 延)(258)/竺 法 護(308)?];無 量 寿 経(265

ff.)[仏 陀 跋 陀 羅 と宝 雲(421)?];無 量寿 如 来 会=大 宝 積 経17-18(XI91ff.)[菩 提 流

志(8c.初)];無 量 寿 荘 厳 経(XII 318ff.)[法 賢(991)];' Phags pa 'od dpag med kyi

bkod pa zhes bya ba theg pa chen po' i mdo (大宝積経5章)[9c.初?]

6)Cf.阪 本 純 子,仏 教 研 究VI,1978,155-176;印 仏 研XXVI-2,1978,89-94。BHS

のma.詩 節 に は 仏 伝 ・本 生 の 他 に 讃 仏 ・誓 願 を 内容 とす る も の が 多 く,大 乗 思想 原

初形態との深い関係が推測される (cf . bhanaka 「[音楽 的]講 談 家;説 教 師」)。

7) Dighanikaya (30) Lakkhana-sutta はpali経 典 として異例 の新 しい韻律を示 し,

proto-pusp. 8偈(III 150f.,153f.)とpusp.4偈(163f.)を 含 む 。 中 阿含 経(59)三 十

二相経(大 正1493a-494b)は 散文 のみ で,Paliの 偈頌 は二次的増広 と思われ る。

8)仏 塔信仰 ・観音菩薩 との関係は静谷正雄,初 期大 乗仏教の成立過程,p.262参 照。

9)Apは5-12世 紀文学作 品に残 るmi.最 終段階;GはAsoka碑 文(B.C.3c.中),G-

Dharmapada (現 写 本 はA.D.1-2c.;成 立 は古 い),Niya文 書(A.D.3-4c.)等 に 残

るmi.西 北 方 言 。ApとGの 関 係 は 未 解 明。H.Smith等 はBHSにApの 痕 跡 を

見 る;Broughは 漢訳語 とGの 対応 を指摘 。阿弥陀の原語は amitabha- のG形*ami

ddha-> * amidda-/ * amida- (母音間h脱 落: GDhp • NiyaG ; cf. sukhavati> * suhd-

madi> * sudmadi : 須摩題,須 摩提)で,こ れ を 一方 で amita- + -ya- (/-ka-) suffix

と解 して 「無量(尊 ・世尊 ・覚)」 と訳 し,他 方 で は nom. /acc. sg. * amidau を

amitdyus と 解釈 してSkt.化 し又 「無量寿」 と訳 した可能性 が強 い。

10)但 しGDhpの 表 記aは[a],[a],[am]の3音 価 に対 応 。

11)A60ka西 北 碑 文,GDhp,Niyaに 共 通(未 来suffixに 限 りGDhpは-s-)。Kh-

arosthi 文字 の文献か らは-s-が 単音か二重音か不 明。 未来 suffix -sya-/-ssa- の

単 子 音 化 はpali・BHSにm.c.で 現 れ る; cf. mi. -sya-> * -si-> -hi-

〈キ ー ワー ド〉 Sukhavativyuha, 無量寿経,韻 律, matrachandas, Gandhari

(大阪大学非常 勤講師, Dr. de 3e cycle)
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